
 

 

 

 

 

トウモロコシはアルツハイマー病に効くか？ 

―アセチルコリン・コリンの定量分析― 

明石工業高等専門学校 3年 木村 真悠 

 

【研究背景】 

アルツハイマー病(AD)発症は、脳内の神経伝達物質であるアセチルコリン(ACh)量が低下することが原因の一つとして

有力視されている 1)。このことから、脳内 ACh濃度を高めるための薬剤投与が治療法になっている。先行研究では、ト

ウモロコシの子葉鞘節に AChの存在が認められている 2)。もし、食糧であるトウモロコシの実にも AChや前駆物質であ

るコリン(Cho)が含まれるのであれば、ADに対する予防医学、治療医学的な機能性食品としての応用が期待されるので

はないかと考えた。本研究では、トウモロコシの実における AChと Choの存在の有無とそれらの量を調べることを目的

とした。 

 

【実験方法】 

市販のトウモロコシ(スイートコーン)の実から測定試料の調製方法を検討し、抗原抗体反応を用いて、AChと Cho濃

度を測定した。 

 

【結果】 

1. トウモロコシの実に Achが含まれることを初めて明らかにした。含有量は 43.5 ng/kg (2.98×10-10 mol/kg) (湿重量あ

たり)であった。 

2.  同じ測定試料の Cho濃度は 306 mg/kg (2.93×10-3 mol/kg) (同上) であった。 

 

【今後の課題】 

本研究から、トウモロコシを食べることで、AChと Choを摂取できる可能性が考えられた。もし、トウモロコシから

の Ach、Cho が吸収され、脳内まで輸送されれば、AD を発症している脳内において、ACh 濃度の低下軽減が可能とな

り、脳内の ACh作用系による神経伝達の働きが改善する可能性がある。これを検証するためには、実際にトウモロコシ

の摂取が認知機能に及ぼす影響を確かめる必要があると思う。 
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